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平
成
二
十
二
年
度 

基
本
方
針 

 
 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合 

理
事
長 

細 

沼 

順 

人 
 

ド
バ
イ
に
続
き
、
ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
危
機
に
よ

り
世
界
経
済
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
日
本
経
済

の
回
復
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
実
は
日
本
政
府
の
負
債
額
は
六
〇
〇 

兆
円
に
達
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
一
．
八
九
倍
と
な
っ

て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
財
政 

 

赤
字
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
二
倍
と
な
っ
て
お
り
、
二
～

三
年
内
に
当
時
の
状
態
を
再
現
す
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。 

又
、
政
権
交
代
に
よ
り
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら

人
へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
公
共
事
業
の

大
幅
削
減
が
打
ち
出
さ
れ
た
が
、
建
設
業
界
以
外

の
民
意
は
そ
ち
ら
を
支
持
し
た
の
で
は
な
い
か
。 

我
々
は
こ
の
厳
し
い
現
実
と
し
っ
か
り
向
き
合

い
、
将
来
を
見
据
え
て
依
存
体
質
の
脱
却
を
図

り
、
組
合
員
各
社
が
切
磋
琢
磨
し
優
れ
た
技
術

力
、
経
営
力
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
、
魅
力
的

な
強
い
企
業
群
の
集
合
体
が
西
多
摩
建
設
業
協

同
組
合
で
あ
る
と
社
会
に
認
知
さ
せ
、
地
域
の
雇

用
、
経
済
を
下
支
え
す
る
こ
と
が
本
当
の
地
域
貢

献
で
あ
り
、
建
設
業
界
の
信
頼
回
復
に
も
繋
が
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

課
題
の
多
い
地
域
建
設
業
界
で
は
あ
る
が
、
同
じ

目
的
を
持
つ
仲
間
同
士
で
協
力
し
合
い
、
一
つ
一
つ

の
課
題
を
乗
り
越
え
て
、
次
世
代
に
対
応
し
輝
く
未

来
に
歩
み
を
止
め
て
は
な
ら
な
い
。 

そ
の
為
に
も
中
長
期
的
な
展
望
も
加
え
な
が
ら
平
成

二
十
二
年
度
の
事
業
計
画
を
次
の
よ
う
に
策
定
す

る
。 

 
◇
本
年
度
重
点
目
標 

一
、
組
合
員
の
経
営
改
善
の
為
の
サ
ポ
ー
ト 

二
、
地
域
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ 

三
、
組
合
員
の
技
術
力
向
上
、 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会 

四
、
工
事
の
事
故
撲
滅 

五
、
事
業
承
継
対
策
、
後
継
者
の
育
成 

六
、
暴
力
団
排
除
協
議
会
の
活
動
情
実 

七
、
新
規
組
合
員
の
確
保 

八
、
組
合
収
益
事
業
の
拡
充 

九
、
西
多
摩
地
域
社
会
に
対
す
る
、
社
会
貢
献 

   

就
任
の
ご
挨
拶 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合 

副
理
事
長 

榎 

森 
 

厚 

志 
 

先
の
第
四
十
四
回
通
常
総
会
に
お
い
て
副
理
事

長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
㈱
榎
木
工
業
の
榎
森
で
ご

ざ
い
ま
す
。
大
役
に
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
後
は
当
組
合
が
三
多
摩
地
区
建
設
業
界
の
指
針

に
な
れ
る
よ
う
努
力
邁
進
す
る
所
存
、
皆
様
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
当
組
合
も
細
沼
理
事
長
の
下
、
新
体

制
が
発
足
致
し
ま
し
た
が
約
半
数
が
新
任
と
い
う 

 

就
任
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合 

副
理
事
長 

岩 

浪 

岳 

史 
 

顔
ぶ
れ
で
、
他
地
区
の
業
界
と
比
べ
て
も
一
回
り
以
上

若
い
執
行
部
と
な
り
ま
し
た
。 

政
権
交
代
に
よ
り
公
共
事
業
が
さ
ら
に
激
減
す
る

中
、
我
々
業
界
団
体
等
が
ど
こ
ま
で
業
態
変
化
で
き
る

の
か
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

本
当
に
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
業
界
を
目
指
す
と

い
う
事
は
悪
し
き
慣
習
を
払
拭
し
新
し
い
息
吹
を
地

域
に
吹
き
込
む
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

新
し
い
試
み
は
い
つ
の
世
も
難
色
を
示
し
、
理
解
さ 

 

れ
難
い
も
の
だ
と
も
理
解
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
建

設
業
界
は
各
地
域
の
協
会
等
が
環
境
問
題
や
残
さ
れ
た
貴
重
な

資
源
の
有
効
活
用
な
ど
、
率
先
し
て
行
政
に
提
案
で
き
る
よ
う

な
企
業
力
を
身
に
つ
け
る
事
で
地
域
貢
献
し
、
次
世
代
の
礎
に

な
る
勇
気
が
必
要
な
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
時
代
が
ど
の
よ
う
な
未
来
を
選
択
す
る
の
か
は
業
界
だ

け
で
決
め
ら
れ
る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
民
意
の
建
設
業
界

へ
の
期
待
は
大
き
い
も
の
と
自
負
し
て
お
り
、
若
い
西
建
協
新

執
行
部
は
失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
行
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
れ
ま
す

よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

〈第４４回回通常総会開催〉 

◇新役員名簿◇ 

理事長  
細沼 順人  成友興業㈱ 

副理事長  

酒井 政修  ㈱酒井組 

榎森 厚志  ㈱榎木工業 

岩浪 岳史  岩浪建設㈱ 

理 事 

上坂 健一  ㈱上坂重機開発 

古屋 英司  小河内建設㈱  

戸高 弘喜  戸高建設㈱  

武田 雅由    ㈱武田組  

島田 昌典  ㈱島田組  

髙丘 長武  ㈱髙丘組  

宮﨑一二三  ㈲宮﨑土木  

小髙 城司  ㈱村尾重機 

柴田 拓也    朝日建設㈱  

石川 久雄  （事務局長）  

監 事 

土屋 大造    ㈲土屋土建  

加藤  隆  加藤建設㈱  

相談役  

木 村 庸 幸 

入 江   實 

佐久間 一 三 

          

先
般
の
第
四
十
四
回
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
副
理
事
長
の

大
役
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

浅
学
非
才
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
務
め
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
組
合
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
若
輩
の
身
に
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

建
設
業
界
を
取
り
巻
く
暗
雲
は
時
代
を
逆
行
さ
せ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
国
内
の
建
設
投
資
は
昭
和
五
十
年
代
半
ば
の
規
模
に
縮
小

し
ま
し
た
。
就
業
人
口
も
五
百
万
人
を
割
り
込
み
、
人
材
の
不
足

と
高
齢
化
は
職
人
の
矜
持
で
あ
る
技
術
力
ま
で
衰
え
さ
せ
て
い

ま
す
。
国
政
に
端
を
発
す
る
不
安
定
な
政
治
状
況
は
、
自
国
の
主

要
産
業
を
窮
地
か
ら
引
き
上
げ
る
有
効
な
施
策
を
、
依
然
示
そ
う

と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
う
し
た
時
代
の
暗
が
り
の
最
中
、
当
組
合
の
事
業
計
画
書
に

は
「
依
存
体
質
か
ら
の
脱
却
」
と
い
う
文
字
が
見
え
ま
す
。
民
間

需
要
の
限
ら
れ
た
土
木
工
事
に
お
い
て
、
公
共
事
業
に
依
存
し
過

ぎ
な
い
体
制
づ
く
り
は
、
決
し
て
簡
単
な
課
題
で
は
あ
り
ま 

 
せ
ん
。 

し
か
し
今
後
我
々
が
生
き
る
姿
勢
と
し
て
、
避
け
て
通
れ
な 

い
課
題
で
も
あ
る
の
で
す
。 

 

本
年
度
重
点
目
標
に
お
い
て
は 

一
．
組
合
員
の
経
営
改
善 

の
為
の
サ
ポ
ー
ト
、 

二
．
地
域
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

リ
サ
ー
チ
が
こ
れ
に
該
当
す
る
新
た
な
項
目
に
な
り
ま
す
。 

ま
ず
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
委
員
会
も
し
く
は
新
規
プ
ロ
ジ
ェ 

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
成
果
を
各
組
合
員
に
還
元
し
て
参
り
た 

い
と
思
い
ま
す
。
本
年
度
重
点
目
標 

五
．
事
業
承
継
対
策
、 

後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。
我
々
の
努
力
だ
け 

で
足
ら
な
い
部
分
は
東
日
本
建
設
業
保
証
㈱
、
建
通
新
聞
社 

等
に
も
御
知
恵
を
拝
借
し
て
、
実
り
あ
る
活
動
と
し
て
い
く 

所
存
で
す
。 

 

事
業
計
画
書
は
そ
の
後
「
組
合
員
各
社
が
切
磋
琢
磨
し
優 

れ
た
技
術
力
、
経
営
力
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
」
と
続
き 

ま
す
。
我
々
が
競
い
合
う
こ
と
は
、
低
価
格
で
の
受
注
競
争 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

適
正
な
価
格
で
建
設
業
界
の
城
壁
を 

守
り
、
地
域
の
雇
用
、
経
済
を
下
支
え
す
る
魅
力
的
な
業
界 

と
し
て
再
興
し
ま
し
ょ
う
。
低
価
格
な
ら
ば
社
会
の
為
に
な 

る
と
す
る
安
易
か
つ
無
策
な
発
注
者
に
は
、
協
同
組
合
と
し 

て
大
き
な
声
で
異
を
唱
え
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
に
も
組
合 

員
各
位
の
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

役
員
の
顔
ぶ
れ
も
一
新
さ
れ
、
三
十
代
四
十
代
の
若
い
理 

事
が
多
く
誕
生
し
ま
し
た
。
細
沼
理
事
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ 

プ
の
も
と
、
強
い
推
進
力
で
前
進
し
て
参
り
ま
す
が
、
若
さ 

ゆ
え
の
至
ら
な
い
点
、
配
慮
の
足
ら
な
い
点
も
必
ず
あ
ろ
う 

か
と
思
い
ま
す
。
業
界
ま
た
人
生
の
諸
先
輩
方
に
は
厳
正
か 

つ
温
か
い
助
言
を
切
に
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
副
理
事
長
就 

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 
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 ５ 月 事 業 報 告  

１４日 広報委員会１９０号編集発行 
１７日 総務委員会 
１７日 あきる野地区委員会  
１９日 理事会 

第４４回 通常総会  
懇親会  会場：青梅市福祉センター ３階 

２７日 西多摩分会 理事会 
２８日 『脇まさし』との意見交換会（建設会館会議室） 
２８日 若手経営者の会 第１７回定期総会 

 ６ 月 事 業 計 画  

 ７日 正副理事長 西建所長への挨拶 
１０日 広報委員会１９１号編集発行 
１４日 あきる野地区委員会 
１５日 西多摩分会 安全週間説明会 午後２時～ 
          定期総会   
     会場：羽村市生涯学習センター ２階会議室 
１６日 正副理事長会 理事会 
１７日 三多摩建設業連合会 総会  （八王子市内） 
   

《５月１９日（水） 理事会報告 》 

①報告事項 
・各委員会事業報告 

②審議事項 
  ・第４４回通常総会・懇親会等運営確認 
  ・その他 

 写真が語る西多摩（今昔） 
第１４回 

◇青梅街道（青梅市本町） 
 大正末期の店構え、背景の山が少し見ることが出来ました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇五日市街道 （あきる野市伊奈 昭和３７年頃） 
   背景の山は、馬頭刈山。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇ 日建学院認定校青梅校からの案内 ◇ 
受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 
 
『二級建築施工管理技士』『二級土木施工管理技士』の受験

対策講座を２階・３階会議室で実施を致します。この講座は

『西多摩建設業協同組合』が『日建学院認定校』として運営

し、開講いたします。会員企業の皆様の利便を図り実施いた

します。 

今年度受験予定の方々にご案内いたします。 

・２級土木施工管理技士･対策講座スタート６月予定 

講義日時  毎週２回 火・木曜日  

         １８時４０分～２０時４０分 

講義内容 基礎講義５回、学科試験対策講座１６回  

       実地試験対策講座・模擬試験６回     

・２級建築施工管理技士・対策講座スタート９月予定 

講義日時  毎週３回 日・火・木曜日 

     日   ９時～１３時  

        火・木 １８時３０分～２０時 予定 

   講義内容 基礎講義６回、本講義２１回   

        公開摸擬試験１回 

尚、講座日程、受講料、申込等詳細の問合せは、 
組合事務局まで。☎０４２８-２２-６２４５ 

●今年の２級建築施工 

受験申込期間７月２日～７月１６日（金） 

   受験願書配布６月１８日（金）～ 

試験日 １１月７日です。  

連絡先 青梅校（西建協事務局） 

0428－22－6245 ：石川 

     日建学院立川校   

042－527－3291 担当：澤田 

 

 

 

  

＊今回の３箇所とも、背景の山を見て、現在の写真を撮りました。 
 
◇吉野街道（青梅市柚木町） 
  昭和 30 年頃、道幅も狭く未舗装でした。 

死を招く『熱中症』を防げ 
  

所長・職長等による 

体 調 確 認  

熱中症は高温、多湿の環境下で、体内の水分及び塩分のバランスが壊れ 

たり、体内の調整機能が破綻するなどして、発症する障害で症状などによ

り下記のように分類さあれます。 

 ・熱射病 

  熱中症の中で致命率が高く、緊急の治療を要する。 

 ・熱けいれん ・熱虚脱 ・熱疲はい 

熱中症を防ぐには 
 ・作業環境の面から ・健康の面から 
 ・作業の面から 
    ●作業休止時間や休憩時間を確保し、高温多湿作業場所の作業を 

連続して行う時間を短縮する。 
●計画的に熱への順化期間を設ける。 
●作業服は透湿性及び通気性の良いもの、帽子は通気性の良いも 
のを着用する。   

   

作業前 作業中 
 



 


